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論文執筆規定 
 

1. 論文著者 

 論文原稿の少なくとも筆頭著者は本学会員に限る． 

2. 原稿 

① 原著論文は寄生虫疾患の症例，病態，診断，治療，疫学など広義での臨床面を扱うものに限る． 

② 総説の執筆を編集委員会の判断で依頼する事がある． 

③ 倫理上問題のある論文は受理しない．判断は編集委員会において行なう．インフォームドコンセ

ントが得られている場合は，その旨を論文中に明記する． 

④ 投稿された論文の採否は本学会編集委員会によって決定される． 

⑤ 原著論文の印刷費は印刷 1ページにつき 15,000円とする．  

⑥ 学会での発表演題原稿の印刷費用は校正原稿 3ページ（下記参照）まで無料，超過分は原著論文

と同様の扱いとする． 

⑦ 本誌に掲載された論文の版権は当学会に帰属するものとする． 

3. 原稿の形式 

① 原稿はWord形式で，横書き，平かな，新仮名づかいとし，正確に句読点を付ける．枚数は本文，

文献などで 6枚（2,600字）程度とする（2．⑤を参照）． 

② 図表は 1点に付き，校正稿 1/6～1/2ページ相当とする． 

③ 表紙には標題，著者名，所属機関名，を和，英両者で記載する．五語以内の Key Word，連絡先

住所を記載する． 

④ 医学用語は日本医学会，または日本寄生虫学会で定めた用語を使用する事が望ましい． 

⑤ 外国語，外国人，外国地名は原語のまま活字体で書く，薬品名は一般名を欧文またはカタカナで

記載する．商品名を用いる場合は，初出の際に一般名の後に（）を付け，肩®を入れる．例：メ

トロダニゾール（フラジール®）． 

⑥ 種名及び属名はイタリック指定とする．例：Toxoplsma gondii 
⑦ 図表，写真は明瞭なものとし，そのまま製版，印刷できるようレイアウトする．全て本文の最後

にまとめる．写真は原則としてモノクロに限定する．カラー製版希望時には，編集委員に問い合

せること．なお，カラー写真の印刷費用は著者負担とする． 

4. 文献 

① 引用文献は論文の内容と関係のあるもの 10 編以内に限る．文献は本文中での引用順に末尾に番

号を付して一括する．本文中は引用順に番号をカッコに入れて肩つきとし，引用箇所に挿入する．

例：……と報告された 3)． 

② 文献（論文，単行本）の記載形式は以下に即して行なう． 

1) Iwashita J, et al.（2005）：Isolation and functional analysis of a chk2 homologue from Entamoeba 
histolytica. Parasitol lnt 54:21–27． 

2) 井関基弘，他（1989）：AIDSの日和見感染－イソスポーラ．臨床と微生物 16: 333–337． 

3) Sargeaunt PG（1988）：Reliability of Entamoeba histolytica zymodemes in the diagnosis of amebiasis. 

In Amebiasis. Ravdin JI, ed., John Wiley and Sons, New York, pp334–367． 

4) 鈴木 守（1989）：マラリアワクチン開発研究の現状．ワクチン最前線－その使い方．木村

三生夫，高橋理明編，医薬ジャーナル社，東京，pp56–65． 

すなわち著者が 2名以上である時は必ず筆頭著者のみ記載し，－，他あるいは－，et al.として整
理する． 

 

 


